
14

久我記念館
美術センター美術センター ７月企画展　１日（土）～ 23日（日）

（月曜休館・祝日の場合は翌日休館・入館無料）
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　『能・狂言面』と『相貌』写真二人展が７月１日から

久我記念館で開かれます。能・狂言面と写真。両者は一

見関係がないように見えますが、有名な能面師、森
もり

如
ゆき

野
の

さんを中心に結びつきます。

　能面師の木村如次さんは森さんのもとで面打ちを学

び、写真家の椎野実さんは森さんが京都から福岡に来た

時から撮影を行なっています。今回は、森如野さんの系

統を組む能面の世界を椎野さんの写真と、木村さんの能

面・狂言面などによって表現します。

　椎野さんは、今から 46 年前に職場のサークルで写真

を始めました。当時は、レアリズム全盛期で各種コンテ

ストに応募しました。後に、社会性をテーマに 1971 年

には水俣病写真展（グループ展）を開催。1979 年には

写真集『筑紫次郎物語写真集』を刊行しました。最近で

は、平成 17 年１月から２月にかけて写真展「相貌」を

福岡アクロスにて開催されました。日本写真協会会員。

　木村さんは、先述のとおり森如野さんに弟子入りし

て、1973 年に森如野塾能面展に出品しました。1998 年

からは太宰府市情報センターの能面講師を勤められてい

ます。須恵美術クラブ会員。　

　「現在、能面の極意が伝わっていない。能面の良さが

少しでも分かっていただければ。」と椎野さん。「子ども

の面はスーパーでお母さんの許可を得て観察しました。

腫面（今から約 800 年前の舞楽面の一つ）の持つ苦し

みや悲しみは面を打ちながら涙が出ました。」と木村さ

ん。７月９日にはシャンソンライブも開催されます。

６月３日（土）～ 25 日（日）（月曜休館・入場無料）
河下  千春　展

鮮烈な黄と赤が基調、100 号を中心に約 70 点

シャンソンママ “歌布着 ”による
『下駄履き　らいぶ』

　

こ
れ
は
、
役
場
庁
舎
の
１
階
ロ

ビ
ー
に
展
示
し
て
い
る
壁
画
「
若
杉

山
の
草
創
」
で
す
。
大
き
さ
は
、
縦

２
・
92
ｍ
、
横
４
・
５
ｍ
、
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
で
出
来
て
い
ま
す
。

　

こ
の
壁
画
は
、
昭
和
63
年
４
月
の

庁
舎
開
庁
の
際
に
、
当
時
、
北
筑
前

養
護
学
校
教
諭
を
さ
れ
て
い
た
重
富

基
弘
氏
が
創
作
し
た
版
木
を
基
に
、

彫
刻
家
の
中
西
久
吉
氏
が
制
作
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

重
富
さ
ん
は
「
若
杉
山
は
柔
ら
か

な
地
盤
構
造
が
地
滑
り
を
起
こ
し
て

現
在
の
姿
に
な
っ
た
」
と
考
え
、「
変

貌
す
る
瞬
間
を
須
恵
町
史
の
興
り
の

瞬
間
」
と
し
て
描
か
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
中
西
さ
ん
が
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

板
を
た
が
ね
と
ハ
ン
マ
ー
を
使
っ
て

浮
き
彫
り
し
、
版
画
型
に
仕
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
表
面
に
は
金
色
を
重
ね

塗
り
し
て
、
中
央
部
は
「
地
割
れ
の

線
」
を
表
現
す
る
赤
色
の
線
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
壁
画
は
”版
木
の
拡
大
“
版

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
壁
画

表
面
に
色
を
つ
け
て
上
か
ら
紙
を
当

て
る
と
版
画
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
制
作
者
の
サ

イ
ン
と
山
の
位
置
は
裏
返
し
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
お
越
し
の
際
は
、
こ
の
壁

画
を
見
て「
須
恵
町
史
興
り
の
瞬
間
」

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
仏
像
は
も
と
も
と
、
前
の
観

音
堂
の
中
の
長
櫃
（
タ
ン
ス
）
の
中

に
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
収
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
子
ど
も
た
ち

が
仏
像
の
手
や
首
を
持
ち
出
し
て
遊

び
に
用
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
28
年
９
月
12
日
、
県
文
化
財

専
門
委
員
の
裏
辻
憲
道
氏
お
よ
び
県

文
化
課
技
師
の
波
多
江
一
俊
氏
に
よ

る
学
術
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

十
一
面
観
音
像
が
文
化
財
指
定
に

足
る
と
の
指
摘
を
受
け
、
３
日
後
の

15
日
に
は
文
化
財
の
指
定
申
請
を
県

に
提
出
し
、
８
か
月
後
の
昭
和
29
年

５
月
15
日
に
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

損
傷
が
ひ
ど
い
た
め
、
翌
年
に
は

東
京
国
立
博
物
館
文
化
財
修
理
部

（
当
時
）
の
手
に
よ
り
、
福
岡
市
早

良
区
百
道
の
県
社
会
教
育
会
館
（
当

時
）
に
て
修
理
が
行
わ
れ
、
今
日
の

姿
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
啓
）

　

今
回
は
、
県
指
定
有
形
文
化
財

（
彫
刻
）
第
１
号
の
十
一
面
観
音
菩

薩
に
ま
つ
わ
る
話
で
す
。
前
回
、
こ

の
仏
像
が
以
前
は
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態

で
あ
っ
た
と
書
き
ま
し
た
。今
回
は
、

今
か
ら
約
50
年
前
の
仏
像
の
発
見
か

ら
現
在
の
姿
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯

を
、
当
時
の
文
書
や
昭
和
63
年
に
教

育
委
員
会
が
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査

を
も
と
に
再
現
し
ま
す
。

『能・狂言面』と『相
そ う

貌
ば く

』写真二人展
木村  如次さん・椎野  実さん

●と　き　７月９日（日）14：00 ～　　
●ところ　久我記念館
●曲　目　「サン、トワ、マミー」「バラ色の人生」

　　　　　「さくらんぼの実る頃」など

●入場料　大　人　1,000 円

　　　　　子ども（高校生以下）無料

修復前の十一面観音像

椎野さん（左）と木村さん（右）

椎野  実「東本願寺奉納面を打つ森先生」


